
守成クラブ例会支援システム　Ver. 5.10説明

内容

1 参加登録 デフォルト解除

(現状) 会員登録において自動出席(自動欠席)登録で、次の例会回数準備において出席(欠席)扱い。
(課題) 新コロナ影響等によりデフォルトを採用しない時、いちいち参加登録を取り消す手間が発生。
(対策) 一括でデフォルトを無効にするボタンを追加。※デフォルト後の手動参加等はそのまま。

2 レポート

(新規) 紹介履歴(系図)
紹介者 ⇒ 会員(紹介者) ⇒ 会員(紹介者) ⇒ (紹介者) ⇒
会員データの紹介者で編集しました。
※系図が途切れましたら紹介者欄の確認してください。

(変更) 例会参加実績のゲスト対応
入会してからの参加実績でしたが、ゲスト時の参加も表示するようにしました。(選択)

3 見直し

(追加) 受付後ドタキャン請求書印刷
一旦画面で確認と印刷可否指定が可能。
宛名印刷用に一覧表とCSVデータ出力追加。
請求書のゆうちょ銀行振り込み口座の印刷見直し(他銀行からゆうちょ銀行)

一斉メール配信
その他(Other)条件に参加回数指定を追加。最新回数の何回前の参加か指定可。

4 不具合の修正

(訂正) 参加申請の社名よみ
ＨＰからの参加申請の社名のよみが反映されていませんでした。

テーブル一覧車座２回目以降の同席チェック
複数ゲストの紹介者と一部ゲストが同席(赤字)にならない場合がありました。

5 その他

(追加) 開設会場追加
神戸オリエンタル、四日市、高崎昼、さっぽろ天山

会場名変更
船橋京成⇒いちかわ総武、築地⇒東京品川、宇都宮⇒栃木南

(内部) データアーカイヴ
参加実績データの保存見直し
現在、データは36回(３年)保存になっています。
(注　当初24回(２年)保存になっていました。
他会場会員は、12回(１年)か例会参加者(予定者)
保存期限済みのデータは破棄していましたが、下記に保存するようにしました。
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補足説明

1 参加登録 デフォルト解除

参加者登録画面の「自動確認」でデフォルトの確認と解除が可能です。
一括解除ボタンを追加しました。

新しい回を作成した時は自動で反映されますが、「デフォルト解除」ボタンで取り消しします。
ただし、参加申請メール・参加クリックの場合は対象となりません。
解除対象外の例

デフォルト出席
後にメールで参加申請

2 レポート

紹介履歴(系図)



紹介履歴(系図)

左側

自会場会員 あいうえお順
紹介者多い順(本部データの紹介者数)

氏名クリックで紹介会員の系図表示。
青字は他会場会員
赤字は退会者

上部

指定者の紹介者とチーム識別(チーム制導入の会場)

最新に更新
会員データに更新あれば黒字の文字になりますので実行してください。
何回でもやり直しできます。

１つ前に戻る
前回指定の会員に戻ります。

CSV 全体のデータをCSV形式で出力します。

系図内

氏名クリック その会員の系図が表示されます。
最大

縦行数 制限なし
横列数 最大３０件

注意

会員データの紹介者で編集しています。経路が途切れたり紹介者が足りない場合は会員データの
紹介者欄を確認してください。
また、氏名で紹介者を検索していますので事前に氏名重複の確認をしてください。
　会員一覧 ⇒ メンテナンス



3 見直し

例会受付後の請求書発行

請求書ボタンで即請求書印刷(PDF)だったのを一覧画面表示に変更。

氏名クリックくで印刷対象外にできます。

請求書は２種類

A4 1面 A4縦で控えはありません。
A4 2面 A4縦で上に請求書、下にその控えを印刷します。

一覧表、CSV それぞれ出力します。

ゆうちょ口座の表示変更



一斉メール配信

その他条件設定に「直近回数」を追加しました。

例、５と指定した場合、

メール配信の時、第５５回ならば、第５０回以降参加した人が対象となります。

以上


